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例
と
し
て
は
群
を

抜
い
て
お
り
、
古

代
に
お
け
る
祭
祀

を
復
元
す
る
上
で

重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。
ま
た
、
祭
祀
で
使
う
た
め
、

木
を
用
い
て
剣
や
刀
、
舟
な
ど
に
ま
ね

て
作
ら
れ
た
形か

た

代し
ろ

が
出
土
し
て
お
り
、

調
査
地
の
近
辺
で
多
種
多
様
な
祭
祀
具

を
用
い
た
様
々
な
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
３
世
紀
か
ら
８
世
紀
代
の

土
師
器
や
須
恵
器
の
杯つ
き

身み

・
杯つ
き

蓋ぶ
た

・
高た
か

杯つ
き

な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
祭
祀
遺
物

全
体
の
年
代
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
域
に
は
、
古
く
か
ら
数
多
く
の
河

川
が
琵
琶
湖
に
流
れ
込
み
、
と
き
と
し

て
、
そ
こ
に
は
祭
祀
の
場
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
市
内
各
所
の

川
跡
で
、
祭
祀
遺
物
が
出
土
す
る
例
が

散
見
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

な
か
で
も
本
件
の
祭
祀
遺
物
は
、
そ

の
量
と
多
様
さ
で
市
域
に
お
け
る
調
査

神
宮
寺
遺
跡
は
、
平
方
町
に
所
在
す

る
古
墳
時
代
を
中
心
と
し
た
遺
跡
で

す
。発
掘
調
査
は
、平
成
４（
１
９
９
２
）

年
５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
民
間
開
発

に
伴
い
実
施
さ
れ
、
調
査
の
結
果
、
川

跡
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

川
跡
は
、
幅
27
ｍ
以
上
、
深
さ
は
遺

構
検
出
面
か
ら
80
㎝
で
、
調
査
地
全
体

に
お
い
て
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
川
は
東

か
ら
西
に
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
琵
琶
湖

に
注
い
で
い
た
と
考
え
ら
れ
、
川
の
中

に
は
堰せ
き

状
の
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

見
つ
か
っ
た
川
跡
か
ら
は
、
多
数
の

木
製
品
、
土は

師じ

器き

、
須
恵
器
、
石
器
、

鉄
器
、
土
製
品
等
、
様
々
な
遺
物
が
出

土
し
ま
し
た
。

遺
物
の
年
代
は
、
３
世
紀
か
ら
８
世

紀
で
、
こ
の
中
に
は
祭さ
い

祀し

に
関
連
す
る

も
の
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

木
製
品
で
は
、
輪わ

鐙あ
ぶ
みと
鞍
の
前
輪
の

２
点
が
出
土
し
て
お
り
、
造
り
は
丁
寧

で
と
も
に
漆
の
一
部
が
残
存
し
て
い
ま

す
。土

製
品
に
お
い
て
は
、
実
用
品
で
は

な
い
造
り
の
粗
い
手て

捏づ
く
ね

土
器
や
、
精

巧
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、
土
玉
、
土
馬

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

石
製
品
に
は
、勾ま
が
玉た
ま
、有ゆ
う
孔こ
う
円え
ん
板ば
ん
（
円

く
薄
い
石
に
穴
を
あ
け
た
も
の
）
が
あ

問
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
４–

０
３
９
５
）

シリーズ㉜

長浜市指定文化財
神宮寺遺跡出土品 87点

（平方町）
平成25年３月27日指定　

▲祭祀遺物(土器・土製品)

▲神宮寺遺跡　位置図

▲祭祀遺物(木製品)

心温まるクリスマス

皆さん、こんにちは。12月といえば、クリスマスです
ね！この時期ブラジルでは、日本と同じように街中でク
リスマスの飾りを見ることができます。

近年、ブラジル経済は急速に発展しましたが、生活に
苦労している家庭は多いのが現状です。

サンタクロースの存在を信じる子どもたちの中には、
手紙に「おもちゃが欲しい」と書く子もいれば、「お父さ
んに仕事が見つかるように」と願いを託す子もいます。

書いた手紙は切手なしで郵便ポストに投函し、これ
を毎年ブラジル郵便局が集めます。郵便局は“子ども

たちの願いごと”を叶えるサンタボランティア（手紙の
里親）を募集し、ボランティアたちがプレゼントを郵便
局に持ち込めば、クリスマス当日に、郵便局が無料で子
どもたちに届けてくれます。

子どもたち
を幸せにする
ために様々な
人 が 協 力し、
誰もが素敵な
クリスマスを
過ごすことが
できます。

☆ワンポイントポルトガル語講座☆
V
ヴ ォ ル ン タ ー リ オ
oluntário → ボランティア

問 市民協働推進課 （☎６５–８７１１）

長浜市国際交流員
エバートン

　

路
線
バ
ス
は
身
近
な
乗
り
物
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、利
用
者

の
減
少
に
よ
り
運
行
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、皆
さ
ん
の
生
活

を
便
利
で
豊
か
な
も
の
に

す
る
た
め
、地
域
の
交
通
手

段
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
高
齢
者
に
は「
小
判
手
形
」・「
余
呉
パ
ス
」

　

湖
国
バ
ス
の「
小
判
手
形
」は
65
歳
以
上
、ま

た
余
呉
バ
ス
の「
余
呉
パ
ス
」で
は
61
歳
以
上
に

限
定
し
て
、１
か
月
２
０
０
０
円
か
ら
の
定
期

券
が
あ
り
ま
す
。
乗
車
の
際
に
定
期
券
を
提
示

い
た
だ
く
と
、湖
国
バ
ス
は
１
乗
車
１
０
０
円

で
、余
呉
バ
ス
は
１
乗
車
２
０
０
円
で
利
用
で

き
ま
す
。

●
高
校
生
に
は「
限
定
き
っ
ぷ
」

　

湖
国
バ
ス
で
は
、１
か
月
１
万
円
で
長
浜・
米

原
市
内
が
乗
り
放
題
と
な
る
、高
校
生
限
定
切

符
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、学
生
証
を
提
示
い
た
だ
く
と
、湖
国
バ

ス
で
は
運
賃
が
１
０
０
円
引
き
、余
呉
バ
ス
で

は
１
乗
車
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、余
呉
バ
ス
は
余
呉
駅
、木
ノ
本
駅
で
乗
降
す

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

と
に
か
く
バ
ス
に
乗
っ
て
み
よ
う

　

時
間
に
余
裕
の
あ
る
日
や
一
人
で
移
動
す
る

と
き
は
、ぜ
ひ
バ
ス
を
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

普
段
は
バ
ス
を
使
わ

な
い
人
で
も
、ひ
と
月
や

一
週
間
に
一
度
、バ
ス
を

利
用
い
た
だ
く
だ
け
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
を
支
え
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

↓
配
達
の
準
備
を
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

　
郵
便
局
の
サ
ン
タ
さ
ん 

行
政
information

み
ん
な
で
バ
ス
に
乗
ろ
う
！

　
～
地
域
で
支
え
る
公
共
交
通
～
問
都
市
計
画
課（
☎
６
５–

６
５
６
２
）

Ｑ
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
っ
て
？

Ａ
：�

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、バ
ス
事
業
者
や
行
政
な
ど
が
連
携

し
て
運
営
す
る
路
線
バ
ス
で
す
。
市
で

は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ

ー
な
ど
の
運
行
に
対
す
る
補
助
や
、地
域

公
共
交
通
会
議
で
、よ
り
よ
い
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
っ
て
必
要
な
の
？

Ａ
：�
マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
よ
り
、路
線
バ
ス
の

利
用
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す

が
、免
許
を
持
た
な
い
子
ど
も
や
お
年
寄

り
に
と
っ
て
気
軽
に
利
用
で
き
る
公
共
交

通
は
、な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と

か
ら
も
、公
共
交
通
の
積
極
的
な
利
用
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

JＲ長浜駅

長浜港
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